




１．事務事業の概要

２．事務事業費・人件費 （単位：千円）

事
業
費

その他事業費※

扶助費

負担金、補助及び交付金

工事請負費

使用料及び賃借料

委託料

需用費

賃金※

報酬※

財源
内訳

特
定
財
源

国庫支出金

一般財源
市民１人あたりの負担コスト(単位：円)

1,163

3,983 8,716 15,767

3,4181,0241,015

01,0384,217

人件費計

0 0 0

364 444 630

5,674 1,201

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

従事人数(人)

人件費

正規職員

再任用職員

会計年度任用職員※

元気・健康づくりプロジェクト

事務事業の
概要

①令和4年度に策定した「第2期ふじみ野市文化振興計画」に基づき、文化振興事業に取り組む。
②平成29年度文化振興審議会の答申「文化芸術振興の財源確保の在り方及びその効果的な活用」を受け
　具体的な制度を構築するため、平成30年度も文化振興審議会へ「文化振興に係る助成制度のあり方に
　ついて」を諮問し、4回にわたる審議を経て「文化芸術振興未来応援事業」として答申を受け、令和
　元年度から文化芸術振興の新たな助成制度を構築した。
③市民の文化活動支援の一環として市民に公共施設展示スペースを貸出し、発表の場を提供する。

令和5年度事務事業評価シート

事務事業名 文化振興事業
前年度の方向性

拡充

施策
体系

分野 02　生きがい・文化・スポーツ ～うるおいのある豊かなまち～
施策 06　文化　－魅力の発信と人々の交流を通し、未来につながる文化を創造するまちを目指します－

事務事業期間 平成17年度～ 評価日 令和6年6月1日

個別計画
根拠法令・条例等

文化芸術振興基本法、文化・スポーツ振興条例、絵画等展示要綱、後援等承認手続きに関する要綱、文化
振興計画

予算費目 一般会計　02総務費　01総務管理費　13文化・スポーツ振興費
所管部課 市民活動推進部　文化・スポーツ振興課 評価責任者 吉村　敏世

0

1.00

0.00

令和5年度の
主な取組

令和5年度は文化芸術企画提案型委託事業「ホール活用プロジェクト3件、アートに触れようプロジェクト
6件、街中に音色が響くプロジェクト8件」や文化芸術未来応援事業6件（内チャレンジ事業1件）、小中学
校へのアウトリーチ事業10回、アートフェスタふじみ野2023事業を2日間にわたり「ホール25企画、ギャ
ラリーイベント6企画、アートワークショップ11企画、展示」実施した。
また、市民編集員によるアート発見・発信編集発行事業にてVol.9号を発行するとともに市役所本庁舎等
のギャラリーを活用した市民による展示を行った。
さらに、将来的な部活動の地域移行を見据え、令和5年度より新たに文化施設指定管理者及びふじみ野市
文化協会の協力のもと中学生を対象とした文化芸術活動地域支援事業を10分野実施した。

【支出】

9,215 10,778 19,185

令和4年度 実績 令和5年度 実績 令和6年度 当初予算

事
務
事
業
の
内
容

事務事業の
目的

全ての市民を対象に、身近な環境のなかで文化・芸術等に触れる機会を提供するとともに文化活動の環境
整備を図り、市民の自主的・創造的な文化活動を推進し活力ある地域社会の実現をめざす。
また、第2期ふじみ野市文化振興計画に基づき目指すべき姿の実現に向けて各施策を推進する。

事務事業の
経緯

平成26年度より文化振興事業の主管課を協働推進課から文化･スポーツ振興課に移管し、平成27年10月1日
「ふじみ野市文化・スポーツ振興条例」を制定した。
また、令和4年度には「第2期ふじみ野市文化振興計画」を策定し、文化振興審議会へ施策の具現化に向け
た諮問を行いながら、文化振興施策を総合的に展開している。

人
件
費

1,052 1,005 2,294

0

2,025

0

使用料・手数料 0 0 0

分担金・負担金 0 0 0

496 746 2,228

支出合計 18,741 18,302 31,507

2,162 4,808 7,400

0 0 0

793 344

0 0 0

県支出金 0 0 0

その他 0 29 123

15,465 17,782 30,674

地方債 0 0 0

基金 3,276 491 710

※千円未満を四捨五入しているため、合計が合わない箇所があります。

136 156 261

※報酬、賃金、その他事業費には、会計年度任用職員の人件費も含まれています。

重点プロジェクト
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0.49

0.20
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0.49
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３．事務事業の指標と実績

４．事務事業の実施内容・効果

５．今後の方向性

活動

指標

２

成果

指標

３

成果

中長期的方向性

拡充

理由
「第2期ふじみ野市文化振興計画」が令和5年度よりスタートし、引き続き将来像である「様々な市民が協
働し、文化芸術を育み、支え、未来につなげるまち　ふじみ野」の実現に向けた取組みを更に推進する必
要がある。事業の推進に当たっては、令和5年4月に設立されたふじみ野市文化協会や文化施設指定管理
者、市内で活動する文化芸術活動団体等との連携・協力の強化が必要不可欠である。
また、文化芸術活動地域支援事業は体験型のワークショップを引き続き開催する他、令和６年度より部活
動を支援するスキルアップ事業を展開する。
さらに、令和6年度はアート分野に力を入れるため、本市において古くから伝わるお囃子や日本舞踊、和
太鼓、民謡などの伝統芸能を確実に継承するとともに発展を図っていくため新たに伝統文化芸能保存継承
事業を実施する。

人
年度 令和4年度 令和5年度

説明

指標

１

6,262

令和5年度 令和6年度

指標名 文化芸術を通して多様な人が出会う交流促進事業への参加施設・団体数

単位 団体
年度 令和4年度 令和5年度 令和6年度

目標値 12 15 0
実績値 37 43

文化芸術を通して多様な人が出会う交流事業に企画段階から参加する団体数の数により交流の促進度を図
る。交流促進事業に参加、協力等を行う企業・団体等の数を指標としている。令和5度はアートフェスタ
参加団体数。（43団体）
※将来構想施策指標（令和6年度以降見直し予定）

令和6年度
目標値 8 8 0

指標名 市民と文化芸術をつなぐコーディネーター育成数

単位

実績値 3 3

説明

11,756

説明

6,480

事務事業の
実施内容・効果

積極的に多種多様な事業を展開し市民が文化芸術に触れる機会を創出できた。
（1）アートフェスタふじみ野2023（実行委員会への補助事業として実施）
　　・実施日時等　：令和6年2月10日（土）、11日（日）
　　　　　　　　　　企画数43件、来場者数6,637人
（2）文化芸術企画提案型委託事業
　　・ホール活用プロジェクト　　　　8回　来場者数2,858人
　　・アートに触れようプロジェクト　9回　参加者数　 98人
　　・街中に音色が響くプロジェクト　8回　来場者数  204人
（3）文化芸術未来応援事業　　　　　 8回  来場者数  432人
（4）文化芸術チャレンジ事業　申請者1人
（5）アウトリーチ事業
　　・実施校：上野台小・花の木中学校（チェンバロ、フルートの演奏）、福岡中学校（キャリア教
　　　育）、福岡小学校（木管楽器の授業及びフルート、ピアノの演奏）、東原小学校（合唱指導）、
　　　東台小学校（キャリア教育、合唱指導）
（6）アート発見発信プロジェクト（Vol.9）
　　市内で活躍するアーティストなどを市民編集員が取材し冊子に取りまとめた。
　　・編集員：6人
　　・取材先：6件
　　・冊数　：10,000部
（7）文化芸術活動地域支援事業
　　市内中学生を対象に各種ワークショップ等を開催した。
　　・分野　　：全10分野（合唱、楽器演奏、演劇、美術、ダンス、茶道等）
　　・参加者数：280人

指標名 文化芸術事業への参加者数

単位 人
年度 令和4年度

拡充

来年度の方向性

市民が参加した文化芸術事業の参加者数。（前年度比5％増を目標値とする）
※将来構想施策指標

学校等と芸術家を結び、事業の企画・運営・実施等を芸術家とともに支援するコーディネーターの育成数
を指標とした。※平成30年度に新規で設定した指標。令和5年度はアウトリーチ派遣先より新たな分野等
のニーズが無かったため新規でコーディネーターの育成は実施しなかった。今後は派遣先のニーズを踏ま
えながら実施していく。※将来構想施策指標（令和6年度以降見直し予定）

目標値 5,880 6,300
実績値










